
 
           

 
令和３年度袋井北小学校の教育について 

大型連休も終わり、いよいよ教育活動を本格的に進めていく時期になりました。連休谷間の５月７日(金)

には、昨年度は実施できなかった引き渡し訓練を、保護者の皆様の御協力を得て、無事に行うことができま

した。訓練への御参加をありがとうございました。 

今年の引き渡し訓練では、保護者（家族）といっしょに下校しなが

ら、通学路の危険個所や、登下校中に大きな地震が起こった時の対応、

緊急避難場所、被害想定などについて確認していただきました。あい

にくの天候ではありましたが、万が一への備えを一歩進めることがで

きました。 

 さて、裏面に本校の令和３年度のグランドデザインを掲載してあり

ます。教育目標「夢いだき ともに高め合う子」に向かって子供一人

一人が成長していくことができるように、全職員一丸となって努力してまいります。当然のことながら、子

供の成長を支援していくのは学校だけではありません。主体となる各「家庭」と「地域」、「学校」とが、

文字通り協働して地域の宝物である子供たちの成長を導き、支え、見守っていくことが一人一人の確かな成

長につながっていきます。力と思いを合わせていけるよう本校の教育に対しまして、より一層の御理解を賜

りますようお願い申し上げます。 

 

    

  

 

 本校職員が子供たちを指導していく際に、大切にしている４つの柱があります。そのうちの「受容」と「ボ

イスシャワー」については、保護者の皆様にも地域の皆様にも特に御理解いただきたいところです。子供に

かかわるすべての大人が意識することで、子供の成長が促され、大人からの指導も実を結ぶことにつながる

だろうと考えます。 
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令和３年度 

夢いだき        → 自分の目標をしっかりともち、目標達成に向けて努力する子 

ともに高め合う子 → 友達の気持ちを理解し、友達と力を合わせて活動できる子 

「受容」 子供はだれでも「できるようになりたい」「わかるようになりたい」「優しい人になりたい」などの前向きな

思いをもっています。でも、その前向きな思いを素直に発揮できない場面もたくさんあります。そこには、本人にし

かわからない、あるいは本人にもわからない事情があることもあります。頭ごなしに子供を叱るのではなく、その

時はできない、やれない子供も丸ごと受け入れ、「どうしてなんだろう」「教えてほしいな」「一緒に考えたいな」と

いう気持ちで接することが大切です。具体的な行動としては、大人が一方的に自分の思いや考えを伝えるの

ではなく、まずは子供の話を聞くこと、子供の気持ちを教えてもらうことが大切です。 

「ボイスシャワー」 ボイスとは「声」、シャワーは「浴びせる」ということです。大人も子供も周囲の人が自分の

努力や頑張りを認めてくれたり、ほめたりしてくれることで、「他者から認められていること」や「大切にされているこ

と」を実感します。ボイスシャワーは、子供を勇気づけ、やる気を引き出します。人と比べるのではなく、その子自

身の成長や頑張りを認めていくことが大切です。心のこもったボイスシャワーであればあるほど、効果は絶大で

す。逆に、子供に対する否定的なボイスシャワーは、子供のやる気を打ち砕きます。 

学校教育目標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お知らせ＞ 

 ６月２日(水)に予定していた学校公開日は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況、近隣

県における緊急事態宣言発令等を考慮し、学校運営協議会委員のみを対象とした公開とさせて

いただきます。保護者の皆様、地域の皆様への学校公開は中止といたします。 


